
授　業 【 G 】 区 分

科目名 【 H 】

科目区分

授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】

【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

グループワーク 対話・議論型授業 ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

教養演習Ⅰ・Ⅱ
開講年次

【 G 】2
単位数

【 G 】2

教養演習Ⅰ・Ⅱ 選 択 必 修 【 H 】2 【 H 】2

基本科目

対面授業

担当形態 単　独

授業概要

【
概
要

】

本科目では、Society 5.0の概念とその実現に向けた社会構造の変革について考察する。情報通信技術の急速な進歩を背景に、SDGsやエコア

クション、人工知能、スマートシティといったキーワードに着目し、新たな課題を分析する。さらに、AI時代に求められる倫理観やスキルを探究し、

Society 5.0時代を主体的に生きるための基盤を構築する。

【
到
達
目
標

】

本科目を通して、受講生はSociety 5.0の本質を理解し、社会の一員として貢献するための視点と能力を獲得します。情報通信技術と社会変化の

関係性、SDGsやAIの意義・課題を説明できるとともに、未来社会で活躍するために必要なスキルを分析し、自身のキャリアプランに反映できるよ
うになることを目指します。

施行規則に定める科目区分又は事項等

情報社会論 加納　久子

上記評価方法に従い、参加態度が良好で演習内容について到達目標に達することができた人にはその程度に応じてSまたはA、一部不十分な参加態度や到
達度がある人については、その程度に応じてBまたはCとします。それらが著しく低い場合には、その程度に応じてDまたはEとします。評価不能の場合はFとし
ます。

履修条件 「情報リテラシー」の単位を修得済みであることが望ましい。

DP（ディプロマ・ポリシー）① －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）② ◎　（よく当てはまる）ディプロマ・
ポリシーと
の関連性 DP（ディプロマ・ポリシー）③ ◎　（よく当てはまる）

アクティブ
ラーニングの

方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート

DP（ディプロマ・ポリシー）④ －　（当てはまらない）

他科目との

関連性
「情報リテラシー」で扱う内容は修得済みであることを前提として授業を行います。

評価方法 発表や課題（90%）、授業への参加態度（10%）より、総合的に判断します。

Google Classroomを使用し、課題のフィードバックを行う。

評価基準

『Society5.0のキャリアを考える』，保本 正芳 (著)，2020，noa出版 ，ISBN 978-4908434594

その他、必要に応じ、授業の中で紹介します。

教科書

参考書

科目コード A010-3-Y・A010-4-Y    (科目一覧番号：57)



授　業 【 G 】 区 分

科目名 【 H 】 【 H 】2

その他

・授業中の討議には主体的かつ積極的に参加すること。
・グループワークがあります。

※G･Hｶﾘ：【Ⅰは選択必修（Ａ）・Ⅱは選択必修（Ｂ）】　

教養演習Ⅰ・Ⅱ
開講年次

【 G 】2

科目コード A010-3-Y・A010-4-Y    (科目一覧番号：57)

授業内容

〈教養演習Ⅰ〉
第1回：ガイダンス・イントロダクション
第2回～第12回：講義・演習
第13回～第14回：発表準備
第15回：前期授業成果発表会

〈教養演習Ⅱ〉
第1回：ガイダンス・イントロダクション
第2回～第12回：講義・演習
第13回～第14回：発表準備
第15回：後期授業成果発表会

〈主な授業内容〉
社会の変化
Society5.0とは
情報通信技術の進歩
SDGsとは
エコアクション
人工知能の進歩
生成AIの活用
AI時代に求められる人材
スマートシティの進化
等

※受講者の興味・関心、学修進捗状況に応じて、授業内容の一部を変更する場合があります。

予習内容 授業資料を読み、不明点や疑問点について調べる。（60分程度）

復習内容 授業の内容を振り返り、学修した知識や機能を復習する。（120分程度）

単位数
【 G 】2

教養演習Ⅰ・Ⅱ 選 択 必 修 【 H 】2


